
第16回
台湾交換交流派遣
説明会
台湾×SDGs×日本
台湾との交流を通し、日本との関係を知り
私たちのこれからを考える



アジェンダ



① 表示名はフルネームカタカナに設定してください。

② 画面オンとミュートにするようにしてください。

③ 発表中であっても、チャットへ質問の書き込みOKです。

④ 各自、水分補給を行い、リラックスして参加してください。

皆さんへのお願い



小山台教育財団とは



小山台教育財団 の沿革
▶ 小山台高校関係者により

財団法人小山台設立

▶ 東京都に財団所有地の売却

▶ 多額の基本金を取得
▶ 金利収入で各種事業を展開

▶公益財団法人に認定

▶小山台教育財団と名称変更

昭和38年
(1983年)

平成2年
(1990年)

平成23年
(2011年)



①国際交流事業・派遣者ネットワーク事業
小山台・大崎・八潮の生徒及び卒業生対象の英独台の海外派遣

②奨学育英事業
小山台・大崎・八潮の生徒を対象にの奨学金（7万5千円～１５万円）

③社会教育事業
寺子屋小山台（土曜午後）

公開文化講座（土曜午前）

ランチタイムコンサート（第 3 金曜日）

④学校教育事業

都立小山台高等学校の行事・班活、教育活動への助成

⑤会館運営事業
小山台会館の会議室等の外部貸し出し

財団事業の５つの柱



小山台教育財団の国際交流事業

品川区にある都立高等学校生徒及びその卒業生である大学生の

国 際 相 互 理 解 教 育 の 推 進 に 関 す る 事 業

ドイツ交換
交流派遣

英国体験
ﾎﾞｰﾝﾏｽ派遣

台湾交換
交流派遣

チャレンジ
支援助成金

帰国後の

受入活動

BRANCH
活動

国際交流の

経験を通じて

グローバルで

活躍できる人材
の育成。

国際交流事業



グローバルで活躍できる人材

「広い視野を持ち、

多様な価値観を受入れ、

お互いに理解しあう力

を身に着けた人材」

物事を前に推進する力

リーダーシップ

フォロワーシップ

企画実行力

調整力

主体性・責任感

モチベーション

多様性の理解
・
・
・

（2016年 PT答申「グローバル人材の育成」）

＋



財団の国際交流事業
≠ 海外に行くこと
＝ 事前研修 ＋ 派遣・交流 ＋ 成果報告・解団式 ＋受入・BRANCH活動

自己

国際
知識

他者

国際交流の三大学習観点

他者との関係
派遣団との絆
外国の友達
助け合う心

多様な価値観を知る・ぶつかる
外国語を学ぶ意欲
コミュニケーション力
チャレンジ精神
リーダーシップ
フォロワーシップ

異文化理解
世界に向ける広い視野
派遣地への興味・関心・知識
派遣地以外の国への興味・関心・知識

自国理解
日本への興味・関心・知識

自身の将来・進路/生き方を考える

団員
パートナー
指導者
ホストファミリー
町の人

地理歴史
政治経済
文化風習
国際儀礼



募集要項について



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



✔

✔

✔

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



現地スケジュール



渡航に向けた判断基準

1) 派遣団の安全・安心が確保できる環境であること。
2)派遣の狙い・目的を達成できる環境であること。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



1) 安全・安心が確保 2) 狙い・目的を達成

①日本国の2週間の自主隔離の緩和/廃止

②渡航先国の2週間の隔離の緩和/廃止

③外務省渡航情報のレベルが取り下げられる

④環球科技大学の受入意思

⑤本人及び保護者の意思確認

長期間の隔離が続く間は、
１）・２）の基準から実施不可

③レベル1・２でも行く判断をする(※)

④環球科技大学受入意思及びプラン変更検討

台北等現地視察(交流なし)/斗六交流のみ（台北なし）

一つの判断時期は、12月時点で、下記①~③の要素がに改善の見込みがあるかどうか。
④・⑤については、直前まで見極めることができる。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



参加費の取り扱いについて
渡航できない場合：費用返還 → 活動：国内でできることをする。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



コロナ対策とやり方

条件
活動場所

緊急事態宣言 今後想定される
活動事例なし あり

都内 〇 〇 ・会館での財団研修
・施設見学・体験

都外

日帰り 〇
△

小集団（3-6人）での
分散活動とする

・班別下見
・施設見学・体験

宿泊 〇 ✖ ・宿泊交流

活動可否：〇可、×不可

財団のあり方：各自が判断し可能な限り事業を実施する。



コロナ対策とやり方（例）
1) 交通機関

・団体で固まらない・分散乗車、窓開放（可能なバス等では）。
2) 宿泊施設

・原則として個室（1人1室）又は定員の50%以下の部屋割り。
3) 食事

・小グループ（3-4人）に分かれて食事する。
・宴会など多人数同席の会食は禁止。

4) その他
・現地では、小集団で行動し、三密が発生しないよう留意する。
・マスク着用・手洗いを徹底する。
・室内での会議・打合せ時の常時換気を励行する。



休憩



アジェンダ



応募・選考について



✔

✔

✔

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



✔

✔

✔

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



企画書・・・現地で何をしたいのか？

• タイトル&企画のポイント
相手を引き付ける/インパクトのある
やりたいことを企画を一言で言い表すと・・・

• 目的&コンセプト
私がやりたい！ を みんながやりたい に変換する。
派遣の関心事（私が魚が好きだから）

➤ 魚にはこんな魅力があります。

・具体的内容（行先＆内容、魅力、予算）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん



企画書

タイトル
コンセプト・キーワード

派遣での関心事＝企画立案の背景
＜私目線で＞＜何に興味があり＞この企画を立案した
のかを説明する。

企画内容の要旨＝おすすめポイント
自分の立案した企画を 1～2行で説明する。

企画立案の目的/企画理由/実現したこと
<他の団員目線で> <なぜこれが魅力なのか>を説明す
る。

具体的なタイムスケジュール
9:00      斗六駅集合
9:15 斗六駅駅発

| 台鉄（○○分、NT$○○）
10:45 ○○ 駅着

・駅舎をバックに記念撮影！
|タクシー移動（〇分、NT$○○）

駅舎の写
真

日本統治時代に建
てられた史跡に
なっている駅舎

見どころ
の写真

見どころ
の写真

見どころ
の写真

具体的な おすすめ場所・活動内容
なぜ、この場所・この活動がおすすめなのか？

• ＜私目線＞ から <他参加者目線>＋ちょっとだけ<主催者目線>

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん











受付手順
①フォーム回答(財団ホームページ上に掲載)
―フォームに回答を送信してください。

②自動返信受信
－フォームに登録をしたメールアドレスに自動でメールが送信されます。
※返信がない場合は、財団小山台事務局までご連絡ください。
メール：kokusai_office@koyamadai.or.jp
電 話：03-5721-6171 （会館の受付時間：火～土 9時～18時 祝日を除く）

③応募書類
－応募書類のファイル名を ②の自動送信メールに記載の名称に変更してください。
２つ以上に分かれるときは、ファイル名の最後に数字を振ってください。
※派遣申込書は１、その他 2 ~

③応募書類送信：
ー②の自動送信メールに、応募書類一式を添付をし、返信をしてください。

④応募受付メール受信
－自動返信の受信をもって、受付が完了します。

小山台教育財団事務局

<apply_kokusai@koyamadai.or.jp>

記号_受付番号_名前_1

10月2日17時までに

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ぽそさん

mailto:kokusai_office@koyamadai.or.jp


プログラムについて







プロジェクトについて

台湾との交流を通し、
日本との関係を知り私たちのこれからを考える

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ちゃんと喋る



プロジェクトについて



知る

講義、ABD、中国語講座



台湾を知るための講義

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鳥塚さんいすみ鉄道の元社長台湾との提携千葉にあるローカル線地域活性



文化理解…知るための中国語

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://photos.app.goo.gl/3TEXoZh98ghe4Kqr5　（奥田）https://photos.app.goo.gl/Xqj2Qd8yzV9CapuK8　（ゆうか）https://photos.app.goo.gl/3TLrtNFpBQNiBXDx9　（ちー）



Active Book Dialog で SDGｓを知る





考える

ディスカッション、
プレゼンテーション



PBL・探究など団での学び

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロジェクトベースドラーニング



PBL・探究など団での学び
• 探求（２０１７年度）

• 3つのグループに分かれ、テーマを決めてそれについて探求。事前研修で文化
や歴史、自分が興味のあるテーマの学習を行う。

• テーマ（2017年度）：交通の比較、各言語の違い、食。

• みんなの前で発表を繰り返すことで、テーマに対する考えが深まっていく。
• 台湾に行く前にすることで、行ってからの視点も広がる。

• 準備をしっかりした分、台湾に行ってから得られることが多く何より楽しい。



現地スケジュール



1.台北視察（２０１６年度）
市内視察（２日間）
２日目は団員で事前に計画した行程に沿って行動。

二二八公園・記念館
事前研修で学んだ二二八事件（※）の
内容を改めて理解。聞くだけでなく
実際に展示を見て実感。

※第２次世界大戦後、日本に代わり台湾を
統治した国民党による民衆弾圧事件。

龍山寺
現地式のおみくじ体験。現地のおじいちゃんに
解読してもらい、親日を感じた。



環球科技大学の講義
2017年度デザインについての講義。2018年度体術についての講義

夜市見学 斗六の夜市に行ったり、時間が出来た時にふらっと夜市に行く計画を立てたり



校内の広い中庭でのアクティビティ

会ったばかりは緊張するが、スポーツやゲームは国境を越える！
緑が豊かな中庭に、笑い声が響きました。



台南日帰り旅行

環球のメンバーと計画から一緒に立て、１日行動する。
日本人2人、環球メンバー3人ほどで構成される。



2.パートナーについて
•日本人1人につき、1人の環球の学生がつく。

•台湾人だけとは限らない（マレーシア人、ベトナム人等）

•必ず英語が話せるとは限らない！（中には日本語が喋れる学生も！）



3.台湾に行ってみて…
•「国の違い」を越えた「グローバル」な交流。
⇒行く前は台湾だけ知れば良いと思っていたが、マレーシア人やベトナ
ム人とも交流ができ、アジア・グローバルをより意識できた。

•外国人と仲良くなるのは難しくない、相手に興味をもつことが大切。

•行く前に苦労して調べると、得るものも多い。

小山台財団の派遣の特権
充実したプログラムと、事前研修で団員のおしりをたたきながら成長を
そそのかしてくれるリーダーがいる環境



過去参加者の声



プロジェクトで得られるもの
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